
 

様式 4_助成事業実施報告書 

  ２０２０年２月１６日 

助成事業実施報告書 

団体名特定非営利活動法人八王子チャイルドライン                               

代表者・役職名 氏名 木村真実  代表理事                   

▼報告書の扱い、および記入にあたっての注意点   

この報告書（精算報告書以外）は、ホームページなどで公開する予定ですので、広く読まれることを想定してご記入ください。また、編集段階

で、表記・表現等を事務局で編集する場合がありますので、あらかじめご了承ください。語尾の表現は「です・ます」調でお願いします。報告書

に掲載するため活動の内容がよくわかる写真（２枚程度。写真の肖像権問題がないものの提出をお願い致します）を添付して下さい。 

 

１．助成プロジェクト名 

201９年度 チャイルドライン連続講座 

２．実施団体の概要 

（創設の経緯、創設時期＝法人で、法人化前に任意団体での活動がある場合、その段階からご記入ください。会員数など。１８０
文字程度まで） 

 

 

 

 

 

 

３．プロジェクトの目的とその背景（※応募申請書に記載のものでも可）  ２５０文字程度まで 

子どもが安心して電話をかけられ、何でも言えることで心が軽くなり、そのような体験から子どもの自尊

感情が高められ、子ども自身が自分の問題に向き合い解決の糸口を探れるようになるためのライン事

業です。子どもの成長に伴走する、つまり子どもの声を聴く力のある大人を養成すること、そして継続す

るためにそのような人材を増やしていく、そのためのプロジェクトです。社会の経済格差が広がり、親世

代の正規雇用が進まず貧困の中でくらす子どもが増えています。離婚、再婚、親の病気などの事情も

あり、虐待や性被害も増えています。また SNSやラインの普及により悲惨ないじめも増えています。こ

の現実を考えますと子どもの声を受け止める大人がどうしても必要な時代です。この研修で子どもの

様々な対応を学び、寄り添える大人を増やすことを目的としています。 

４ プロジェクトの内容（※当初予定と変更がない場合は、応募申請書に記載のものでも可） ３

００文字程度まで 

養成講座として 9月から 12月まで全１１回の講義、ロールプレイを行う 

講義 １ 子どものいきづらさ ２ 価値観の違いを知る ３ いのちの根っこをはぐくむ ４ 思春期の性を理解する 

５ アサーション ６ 子どもの権利は守られているか ７ 発達障害のある子どもたち ８ チャイルドラインとは 

ワーク １ 自分を知るためのワーク ２ 電話を受けるためのロールプレイ 

４月企画  ５月講師依頼  ６～８月広報募集 

５．プロジェクトの実施で得られた「結果」(OUTPUT。実施回数や参加者数など)、「成果」(OUTCOME。事業によって生

まれた直接的な変化)、「社会的な変化」（IMPACT。事業が社会に与えた影響）などの『効果』 ３００文字程度まで 

2000年 5月全国子どもの日チャイルドラインに参加、チャイルドライン常設に向けて準備 

2001年 5月全国子どもの日チャイルドラインに八王子チャイルドラインとして参加 

2002年 3月 週 2日（水・土）常設開始、同 8月 NPO法人認可 

2008年フリーダイヤル化、全国同一カード配布 

理事９名 正会員３９名 支援会員 2５名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

結果  研修日程は 9日（内 1日に２講座が 2回）で全１１回の研修を行う。  参加者は公開講座にしたので単発

での参加者も含めて、毎回２０数名から３０名を超える申し込みがありました。 

成果  ロールプレーに進んだ方がその半数の１０数名あり、最終的にこの活動に参加希望者は７名ありました。

多くの受講者があり、子どもの現状を知り考える方が多くいました。子どもの話に耳を傾けようとする大人が増

えたと思います。 

効果  子どもを取り巻く社会の深刻な状況に対し、関心を持つようになり理解も深まった方が増えた。

子どもの話を聴くことの大切さを知り、聴くことを日常的にやってみようとする人が増えたと思います。 

 

６プロジェクト実施にあったての課題、今後の展望など ３００文字まで 

このような精神的に努力を要するボランティアに人は集まりにくいが取り組み方で人は集まることがわかった。 

来年度は新しい方を実践の中で育てる年になります。 

どのような内容のプログラムにするか、またどのように宣伝し、広げたら多くの人が応募してくれるかは次回の企

画でも課題となります。 

展望として、まず我が子の話に耳を傾け、ちゃんと聴ける親が大事なことを呼びかけたい。 

家庭で親が我が子の話を聴くことを心掛けるだけでも、子どもがホッとできることがとても多いと思います。 

このような働きかけをして、応募してきて講座を受けた方の中からチャイルドラインの必要性を理解して、チャイル

ドラインの受け手になろうとして下さる方を増やしていきたい。 

 

７．参考資料 
支援対象プロジェクトで作成したチラシ、パンフレットやマスコミで紹介された記事
等は現物またはコピー、活動状況の写真などを参考資料として提供してください。 参考資料あり  

 








